
著しい環境側面に関する活動の概要と実績【ISO14001関連】

「著しい環境側面」に関する外部コミュニケーションを目的とした活動の概要は、EMS文書における手順書に示すほか以下の通りである。

有害 有益 活動の目的・概要 実績

紙の使用 一般 ○ 1人当たりの紙の使用量に関して前年との対比状況をチェツク 前年比　104.8%

(古紙)達成率　103.1%

(ペットボトル)達成率　101.3%

(缶)達成率　146.2%

ＰＡ　達成率　100％

ＤＡ　達成率　100％

洗浄汚水の排出 ビル管理 ○

洗浄汚水の排出設備の確認 ビル管理 ○

洗浄後汚水の適正処理 ビル管理 ○

有害 有益 活動の目的・概要 実績

紙の使用 一般 ○ 1人当たりの紙の使用量に関して前年との対比状況をチェツク 前年比　118.2%

(古紙)達成率　106.8%

(ペットボトル)達成率　176%

(缶)達成率　130.6%

洗浄汚水の排出 ビル管理 ○

洗浄汚水の排出設備の確認 ビル管理 ○

洗浄後汚水の適正処理 ビル管理 ○

有害 有益 活動の目的・概要 実績

紙の使用 一般 ○ 1人当たりの紙の使用量を調査する。 実績　28.21　P/人

(古紙)実績　35㎏

(ペットボトル)実績　17.6㎏

(缶)実績　17.7㎏

水銀蒸気の漏洩 蛍光灯リサイクル ○ 空気中の水銀濃度を基準値以下で維持する 100%　維持

蛍光灯リサイクルの周知 蛍光灯リサイクル リサイクル周知のための活動を実施 達成率　100％

※燃料使用量の抑制における達成率(%)とは全車種の年間監視測定回数のうち許容燃費以上を確保した回数の割合をいう

低燃費運転を確実に実施(許容燃費以上を確保)○

リサイクルの促進 一般 ○

燃料使用量の抑制 収集運搬

2010/7/1～2011/6/30までの取り組み

リサイクルの促進 一般 ○

NO 環境側面 部門・部署
有害/有益

社内で発生する古紙・ペットボトル・缶の
リサイクル量を調査する。

広島蛍光灯リサイクルセンター

NO 環境側面 部門・部署
有害/有益 2010/7/1～2011/6/30までの取り組み

リサイクルの促進 一般

洗浄汚水の排水設備への処理を実施し100％適正処理する 達成率　100％

○
社内で発生する古紙・ペットボトル・缶の

リサイクル量を向上させる

広島営業所

本　社

洗浄汚水の排水設備への処理を実施し100％適正処理する 達成率　100％

NO 環境側面 部門・部署
有害/有益 2010/7/1～2011/6/30までの取り組み

社内で発生する古紙・ペットボトル・缶の
リサイクル量を2008年度対比2％向上させる


